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と
思
う
が
、
在
庫
管
理
な
ど
が
き
ち
ん
と

で
き
る
の
で
、
慣
れ
れ
ば
か
え
っ
て
作
業

が
や
り
や
す
く
な
る
の
で
は
な
い
か
」
と

印
象
を
語
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
授
与
式
後
は
、
認
証
取
得
予
定

者
へ
、団
体
の
ル
ー
ル
を
ま
と
め
た
「
農
場
・

団
体
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
の
説
明
会
を
開

き
ま
し
た
。

　
講
師
を
務
め
た
県
東
部
農
林
振
興
セ
ン

タ
ー
出
雲
事
務
所
の
中
島
満
里
子
普
及
員

は
「
Ｇ
Ａ
Ｐ
へ
の
取
り
組
み
は
経
営
に
役

立
つ
。
部
会
の
グ
ル
ー
プ
と
し
て
の
団
体

認
証
取
得
は
、
産
地
全
体
の
レ
ベ
ル
ア
ッ

プ
に
つ
な
が
る
こ
と
で
意
義
深
い
」
と
話

し
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
出
雲
ぶ
ど
う
部
会
美

味
し
ま
ね
認
証
グ
ル
ー
プ
が
、
県
版

農
業
生
産
工
程
管
理
（
Ｇ
Ａ
Ｐ
）
の

上
位
認
証
「
美
味
し
ま
ね
ゴ
ー
ル
ド
」

を
団
体
取
得
し
ま
し
た
。
上
位
認
証

の
団
体
取
得
は
こ
れ
ま
で
林
産
物
で

２
件
の
み
。
農
産
物
で
は
、
他
１
団

体
と
並
ん
で
今
回
が
初
と
な
り
ま
す
。
３

月
23
日
に
は
、Ｊ
Ａ
し
ま
ね
荒
木
支
店
で
、

東
部
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー
出
雲
事
務
所
長

が
同
グ
ル
ー
プ
会
長
の
伊
藤
康
浩
さ
ん
に

認
証
書
を
手
渡
し
ま
し
た
。

　
同
部
会
の
中
か
ら
４
人
が
認
証
グ
ル
ー

プ
を
立
ち
上
げ
、Ｇ
Ａ
Ｐ
に
取
り
組
み
ま
し

た
。
平
成
30
年
12
月
に
「
美
味
し
ま
ね
認

証
」（
基
本
認
証
）
を
取
得
し
、
平
成
31
年

１
月
に
は
県
が
国
際
水
準
Ｇ
Ａ
Ｐ
相
当
の

上
位
認
証
を
設
け
た
こ
と
か
ら
、
移
行
に

向
け
準
備
を
進
め
、
今
年
３
月
18
日
付
け

で
上
位
認
証
を
取
得
し
ま
し
た
。

　
出
雲
市
は
全
国
有
数
の
「
デ
ラ
ウ
ェ
ア
」

早
出
し
産
地
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

近
年
は
「
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
」
の
規

模
が
拡
大
し
て
い
ま
す
。
部
会
で
は
新
規

就
農
者
が
増
え
る
中
、Ｇ
Ａ
Ｐ
の
実
践
が
安

全
・
安
心
な
農
産
物
の
出
荷
に
つ
な
が
る

と
み
て
推
進
し
て
お
り
、
新
規
就
農
者
を

中
心
に
、
新
た
に
十
数
名
が
取
得
に
取
り

組
む
予
定
で
す
。

　
伊
藤
会
長
は
「
青
年
部
や
新
規
就
農
者

か
ら
、
徐
々
に
Ｇ
Ａ
Ｐ
へ
の
取
り
組
み
を

進
め
て
い
き
た
い
」
と
意
欲
を
話
し
、「
経

験
が
長
い
方
は
な
じ
み
に
く
い
面
も
あ
る

出
雲
ぶ
ど
う
部
会
認
証
グ
ル
ー
プ

　
　
　
　
　
　
美
味
し
ま
ね
ゴ
ー
ル
ド
取
得

　
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
出
雲
地
区
本
部
が
、
予
備
自

衛
官
等
協
力
事
業
所
と
し
て
防
衛
大
臣
の
認

定
を
受
け
ま
し
た
。

　
予
備
自
衛
官
は
、
普
段
は
企
業
な
ど
に
勤

務
し
な
が
ら
訓
練
に
参
加
し
、
有
事
の
際
に
自

衛
官
と
し
て
任
務
に
あ
た
り
ま
す
。
予
備
自

衛
官
を
雇
用
し
、
訓
練
等
に
参
加
し
や
す
い

職
場
づ
く
り
に
協
力
的
な
事
業
所
を
、
社
会

的
に
認
定
・
評
価
す
る
制
度
が
予
備
自
衛
官

等
協
力
事
業
所
表
示
制
度
で
す
。

　
同
地
区
本
部
は
平
成
29
年
に
地
方
協
力
本

部
長
認
定
を
受
け
て
お
り
、
継
続
し
て
訓
練

参
加
へ
の
協
力
な
ど
に
努
め
て
い
た
こ
と
か
ら
、

こ
の
度
防
衛
大
臣
認
定
を
受
け
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

　
３
月
18
日
に
は
、
自
衛
隊
島
根
地
方
協
力

本
部
の
高
橋
洋
二
本
部
長
が
同
地
区
本
部
を

訪
れ
、
岡
田
達
文
本
部
長
に
表
示
証
を
手
渡

し
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
出
雲
地
区
本
部
は
令
和
2
年

度
、
リ
ー
ス
牛
舎
を
建
設
し
ま
し
た
。
出
雲
で

は
初
と
な
り
ま
す
。
建
設
し
た
の
は
48
頭
が
飼

育
で
き
る
パ
ド
ッ
ク
型
の
牛
舎
。
備
え
ら
れ
た

細
霧
設
備
か
ら
は
除
菌
・
消
臭
効
果
の
あ
る
ミ

ス
ト
が
噴
霧
で
き
、
夏
場
の
体
温
調
節
だ
け
で

な
く
、
年
間
を
通
し
て
衛
生
管
理
に
役
立
ち

ま
す
。
国
の
補
助
事
業
を
活
用
し
、
生
産
者

が
負
担
す
る
リ
ー
ス
料
に
も
、
県
、Ｊ
Ａ
か
ら

補
助
を
行
い
ま
す
。

　
入
植
し
た
の
は
、
東
福
町
で
肥
育
農
家
を

営
む
伊
藤
誠
司
さ
ん
。
世
代
交
代
の
タ
イ
ミ
ン

グ
で
規
模
を
拡
大
し
、
既
存
牛
舎
を
含
め
、

1
5
0
頭
を
飼
育
す
る
計
画
で
す
。

　
伊
藤
さ
ん
は
「
つ
な
ぎ
牛
舎
（
１
頭
１
頭
が

仕
切
ら
れ
た
区
画
に
つ
な
が
れ
て
い
る
牛
舎
）

と
比
べ
、
ふ
ん
尿
処
理
が
し
や
す
く
て
助
か
り

ま
す
。
衛
生
管
理
や
暑
さ
対
策
に
も
優
れ
た

設
備
で
、
牛
の
ス
ト
レ
ス
も
少
な
い
と
思
い
ま

す
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
出
雲
地
区
本
部
の
総
代
の

代
表
者
・
地
区
本
部
運
営
委
員
・
役
員
ら

が
２
月
22
日
、
ラ
ピ
タ
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
パ

レ
ス
で
合
同
勉
強
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
職
員
も
含
め
、
約
90
人
が
参
加
し
ま

し
た
。

　
勉
強
会
で
は
、Ｊ
Ａ
を
取
り
巻
く
情

勢
、
J
A
の
在
り
方
、
仕
組
み
な
ど
を

改
め
て
確
認
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、Ｊ
Ａ
し
ま
ね
元
組
合
長
の
萬
代

宣
雄
氏
を
講
師
に
招
き
、「
一
県
一
Ｊ
Ａ

の
そ
の
後
に
つ
い
て
」
と
題
し
ご
講
演
い

た
だ
き
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
し
ま
ね
出
雲
地
区
本
部

大
臣
認
定
協
力
事
業
所
に

Ｊ
Ａ
が
リ
ー
ス
牛
舎
を
建
設

　
　
　
　
規
模
拡
大
を
支
援

総
代
代
表
・

　
運
営
委
員
・
役
員
ら

　
　
　
　
合
同
勉
強
会
開
催

団体認証を取得した４人

新築の牛舎を紹介する伊藤さん

講演する萬代元組合長 あいさつをする立脇部会長

高橋本部長（右）から表示証を受け取る
岡田本部長

　
出
雲
市
を
ホ
ー
ム
に
活
動
す
る
女
子
サ
ッ

カ
ー
チ
ー
ム
「
デ
ィ
オ
ッ
サ
出
雲
Ｆ
Ｃ
」
の

激
励
会
が
３
月
２
日
、
出
雲
市
役
所
で
開
か

れ
ま
し
た
。
監
督
、
選
手
た
ち
と
、
市
や
応

援
す
る
企
業
・
団
体
な
ど
か
ら
合
わ
せ
て
約

50
人
が
出
席
。
市
長
ら
が
激
励
の
言
葉
を
贈

り
ま
し
た
。

　
J
A
し
ま
ね
出
雲
地
区
本
部
と
斐
川
地
区

本
部
は
、今
後
の
よ
り
一
層
の
活
躍
を
期
待
し
、

新
米
の
出
雲
産
き
ぬ
む
す
め
5
0
0
キ
ロ
を

贈
呈
。
岡
田
達
文
本
部
長
が
「
お
い
し
い
出

雲
の
お
米
を
食
べ
て
、
な
で
し
こ
リ
ー
グ
に

昇
格
し
、
出
雲
の
名
を
全
国
に
知
ら
し
め
て

い
た
だ
き
た
い
」
と
エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。

　「
デ
ィ
オ
ッ
サ
出
雲
Ｆ
Ｃ
」は
昨
年
、中
国
女

子
サ
ッ
カ
ー
リ
ー
グ
で
２
年
連
続
と
な
る
優
勝

を
果
た
し
た
ほ
か
、皇
后
杯
全
日
本
サ
ッ
カ
ー

選
手
権
大
会
の
全
国
大
会
で
初
勝
利
す
る
な

ど
、
今
後
の
更
な
る
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

デ
ィ
オ
ッ
サ
出
雲
Ｆ
Ｃ
激
励
会

Ｊ
Ａ
が
新
米
５
０
０
キ
ロ
贈
呈選手たちにエールを送る岡田本部長（左から２人目）

左は斐川地区本部の山根善治本部長

　
多
伎
い
ち
じ
く
生
産
部
会
は
３
月
31
日
、

多
伎
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
定
期
総
会
を
開

き
ま
し
た
。
部
会
員
、
県
、Ｊ
Ａ
の
関
係
者

ら
が
出
席
。
令
和
２
年
度
の
事
業
報
告
、
令

和
３
年
度
の
事
業
計
画
な
ど
４
議
案
を
承
認

し
ま
し
た
。

　
昨
年
産
は
、
収
穫
期
以
降
の
高
温
、
干
ば

つ
に
よ
る
小
玉
化
、
台
風
の
熱
風
に
よ
る
果

実
の
傷
み
、
集
中
豪
雨
な
ど
の
天
候
不
順
の

影
響
で
出
荷
量
が
落
ち
込
み
ま
し
た
。
全
国

的
な
不
作
傾
向
に
よ
り
高
単
価
で
推
移
し
た

も
の
の
、
販
売
金
額
は
前
年
比
20
％
減
の

6
5
6
5
万
円
で
シ
ー
ズ
ン
を
終
え
ま
し
た
。

　
総
会
で
は
、
今
後
に
向
け
た
技
術
対
策
と

し
て
「
低
樹
高
Ｈ
型
整
枝
法
」
や
「
株
枯
病

抵
抗
性
台
木
」
に
つ
い
て
紹
介
。
同
部
会
の

立
脇
渉
部
会
長
は
「
ぜ
ひ
多
く
の
皆
さ
ん
に

興
味
を
も
っ
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
部
会
員
に

呼
び
か
け
ま
し
た
。

多
伎
い
ち
じ
く
定
期
総
会

次
年
産
へ
技
術
対
策

　
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
、Ｊ
Ａ
共
済
連
島
根
、（
一
財
）

島
根
県
農
協
共
済
福
祉
事
業
団
は
、
交
通
事

故
防
止
を
願
い
、
島
根
県
内
の
新
中
学
一
年

生
を
対
象
に
毎
年
夜
光
反
射
材
を
寄
贈
し
て

い
ま
す
。Ｊ
Ａ
し
ま
ね
出
雲
地
区
本
部
は
今

年
度
、
管
内
の
各
中
学
校
に
合
計
で
反
射
タ

ス
キ
9
3
6
本
と
反
射
テ
ー
プ
１
３
９
１
個

を
贈
り
ま
し
た
。

　
３
月
19
日
に
は
、
出
雲
市
立
第
一
中
学
校

で
贈
呈
式
を
行
い
、
反
射
テ
ー
プ
１
９
０
個

を
贈
呈
。
同
地
区
本
部
の
珍
部
誠
副
本
部
長

が
竹
田
博
司
校
長
に
趣
意
書
と
目
録
を
手
渡

し
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
Ｊ
Ａ
共
済
で
は
、
出
雲
市
へ
の

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
贈
呈
や
、
出
雲
警
察
署
と
連

携
し
て
の
自
転
車
交
通
安
全
教
室
な
ど
を
通

じ
て
交
通
事
故
の
未
然
防
止
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

交
通
安
全
の
願
い
込
め
て

　
　
中
学
校
に
反
射
材
贈
る竹田校長（左）に趣意書と目録を渡す珍部副本部長

ほ
っ
と
で
楽
し
い
ニ
ュ
ー
ス
が
満
載
！

いずもほっとニュースいずもほっとニュース
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け
ま
し
た
。

　
予
備
自
衛
官
は
、
普
段
は
企
業
な
ど
に
勤

務
し
な
が
ら
訓
練
に
参
加
し
、
有
事
の
際
に
自

衛
官
と
し
て
任
務
に
あ
た
り
ま
す
。
予
備
自

衛
官
を
雇
用
し
、
訓
練
等
に
参
加
し
や
す
い

職
場
づ
く
り
に
協
力
的
な
事
業
所
を
、
社
会

的
に
認
定
・
評
価
す
る
制
度
が
予
備
自
衛
官

等
協
力
事
業
所
表
示
制
度
で
す
。

　
同
地
区
本
部
は
平
成
29
年
に
地
方
協
力
本

部
長
認
定
を
受
け
て
お
り
、
継
続
し
て
訓
練

参
加
へ
の
協
力
な
ど
に
努
め
て
い
た
こ
と
か
ら
、

こ
の
度
防
衛
大
臣
認
定
を
受
け
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

　
３
月
18
日
に
は
、
自
衛
隊
島
根
地
方
協
力

本
部
の
高
橋
洋
二
本
部
長
が
同
地
区
本
部
を

訪
れ
、
岡
田
達
文
本
部
長
に
表
示
証
を
手
渡

し
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
出
雲
地
区
本
部
は
令
和
2
年

度
、
リ
ー
ス
牛
舎
を
建
設
し
ま
し
た
。
出
雲
で

は
初
と
な
り
ま
す
。
建
設
し
た
の
は
48
頭
が
飼

育
で
き
る
パ
ド
ッ
ク
型
の
牛
舎
。
備
え
ら
れ
た

細
霧
設
備
か
ら
は
除
菌
・
消
臭
効
果
の
あ
る
ミ

ス
ト
が
噴
霧
で
き
、
夏
場
の
体
温
調
節
だ
け
で

な
く
、
年
間
を
通
し
て
衛
生
管
理
に
役
立
ち

ま
す
。
国
の
補
助
事
業
を
活
用
し
、
生
産
者

が
負
担
す
る
リ
ー
ス
料
に
も
、
県
、Ｊ
Ａ
か
ら

補
助
を
行
い
ま
す
。

　
入
植
し
た
の
は
、
東
福
町
で
肥
育
農
家
を

営
む
伊
藤
誠
司
さ
ん
。
世
代
交
代
の
タ
イ
ミ
ン

グ
で
規
模
を
拡
大
し
、
既
存
牛
舎
を
含
め
、

1
5
0
頭
を
飼
育
す
る
計
画
で
す
。

　
伊
藤
さ
ん
は
「
つ
な
ぎ
牛
舎
（
１
頭
１
頭
が

仕
切
ら
れ
た
区
画
に
つ
な
が
れ
て
い
る
牛
舎
）

と
比
べ
、
ふ
ん
尿
処
理
が
し
や
す
く
て
助
か
り

ま
す
。
衛
生
管
理
や
暑
さ
対
策
に
も
優
れ
た

設
備
で
、
牛
の
ス
ト
レ
ス
も
少
な
い
と
思
い
ま

す
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
出
雲
地
区
本
部
の
総
代
の

代
表
者
・
地
区
本
部
運
営
委
員
・
役
員
ら

が
２
月
22
日
、
ラ
ピ
タ
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
パ

レ
ス
で
合
同
勉
強
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
職
員
も
含
め
、
約
90
人
が
参
加
し
ま

し
た
。

　
勉
強
会
で
は
、Ｊ
Ａ
を
取
り
巻
く
情

勢
、
J
A
の
在
り
方
、
仕
組
み
な
ど
を

改
め
て
確
認
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、Ｊ
Ａ
し
ま
ね
元
組
合
長
の
萬
代

宣
雄
氏
を
講
師
に
招
き
、「
一
県
一
Ｊ
Ａ

の
そ
の
後
に
つ
い
て
」
と
題
し
ご
講
演
い

た
だ
き
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
し
ま
ね
出
雲
地
区
本
部

大
臣
認
定
協
力
事
業
所
に

Ｊ
Ａ
が
リ
ー
ス
牛
舎
を
建
設

　
　
　
　
規
模
拡
大
を
支
援

総
代
代
表
・

　
運
営
委
員
・
役
員
ら

　
　
　
　
合
同
勉
強
会
開
催

団体認証を取得した４人

新築の牛舎を紹介する伊藤さん

講演する萬代元組合長 あいさつをする立脇部会長

高橋本部長（右）から表示証を受け取る
岡田本部長

　
出
雲
市
を
ホ
ー
ム
に
活
動
す
る
女
子
サ
ッ

カ
ー
チ
ー
ム
「
デ
ィ
オ
ッ
サ
出
雲
Ｆ
Ｃ
」
の

激
励
会
が
３
月
２
日
、
出
雲
市
役
所
で
開
か

れ
ま
し
た
。
監
督
、
選
手
た
ち
と
、
市
や
応

援
す
る
企
業
・
団
体
な
ど
か
ら
合
わ
せ
て
約

50
人
が
出
席
。
市
長
ら
が
激
励
の
言
葉
を
贈

り
ま
し
た
。

　
J
A
し
ま
ね
出
雲
地
区
本
部
と
斐
川
地
区

本
部
は
、今
後
の
よ
り
一
層
の
活
躍
を
期
待
し
、

新
米
の
出
雲
産
き
ぬ
む
す
め
5
0
0
キ
ロ
を

贈
呈
。
岡
田
達
文
本
部
長
が
「
お
い
し
い
出

雲
の
お
米
を
食
べ
て
、
な
で
し
こ
リ
ー
グ
に

昇
格
し
、
出
雲
の
名
を
全
国
に
知
ら
し
め
て

い
た
だ
き
た
い
」
と
エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。

　「
デ
ィ
オ
ッ
サ
出
雲
Ｆ
Ｃ
」は
昨
年
、中
国
女

子
サ
ッ
カ
ー
リ
ー
グ
で
２
年
連
続
と
な
る
優
勝

を
果
た
し
た
ほ
か
、皇
后
杯
全
日
本
サ
ッ
カ
ー

選
手
権
大
会
の
全
国
大
会
で
初
勝
利
す
る
な

ど
、
今
後
の
更
な
る
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

デ
ィ
オ
ッ
サ
出
雲
Ｆ
Ｃ
激
励
会

Ｊ
Ａ
が
新
米
５
０
０
キ
ロ
贈
呈選手たちにエールを送る岡田本部長（左から２人目）

左は斐川地区本部の山根善治本部長

　
多
伎
い
ち
じ
く
生
産
部
会
は
３
月
31
日
、

多
伎
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
定
期
総
会
を
開

き
ま
し
た
。
部
会
員
、
県
、Ｊ
Ａ
の
関
係
者

ら
が
出
席
。
令
和
２
年
度
の
事
業
報
告
、
令

和
３
年
度
の
事
業
計
画
な
ど
４
議
案
を
承
認

し
ま
し
た
。

　
昨
年
産
は
、
収
穫
期
以
降
の
高
温
、
干
ば

つ
に
よ
る
小
玉
化
、
台
風
の
熱
風
に
よ
る
果

実
の
傷
み
、
集
中
豪
雨
な
ど
の
天
候
不
順
の

影
響
で
出
荷
量
が
落
ち
込
み
ま
し
た
。
全
国

的
な
不
作
傾
向
に
よ
り
高
単
価
で
推
移
し
た

も
の
の
、
販
売
金
額
は
前
年
比
20
％
減
の

6
5
6
5
万
円
で
シ
ー
ズ
ン
を
終
え
ま
し
た
。

　
総
会
で
は
、
今
後
に
向
け
た
技
術
対
策
と

し
て
「
低
樹
高
Ｈ
型
整
枝
法
」
や
「
株
枯
病

抵
抗
性
台
木
」
に
つ
い
て
紹
介
。
同
部
会
の

立
脇
渉
部
会
長
は
「
ぜ
ひ
多
く
の
皆
さ
ん
に

興
味
を
も
っ
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
部
会
員
に

呼
び
か
け
ま
し
た
。

多
伎
い
ち
じ
く
定
期
総
会

次
年
産
へ
技
術
対
策

　
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
、Ｊ
Ａ
共
済
連
島
根
、（
一
財
）

島
根
県
農
協
共
済
福
祉
事
業
団
は
、
交
通
事

故
防
止
を
願
い
、
島
根
県
内
の
新
中
学
一
年

生
を
対
象
に
毎
年
夜
光
反
射
材
を
寄
贈
し
て

い
ま
す
。Ｊ
Ａ
し
ま
ね
出
雲
地
区
本
部
は
今

年
度
、
管
内
の
各
中
学
校
に
合
計
で
反
射
タ

ス
キ
9
3
6
本
と
反
射
テ
ー
プ
１
３
９
１
個

を
贈
り
ま
し
た
。

　
３
月
19
日
に
は
、
出
雲
市
立
第
一
中
学
校

で
贈
呈
式
を
行
い
、
反
射
テ
ー
プ
１
９
０
個

を
贈
呈
。
同
地
区
本
部
の
珍
部
誠
副
本
部
長

が
竹
田
博
司
校
長
に
趣
意
書
と
目
録
を
手
渡

し
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
Ｊ
Ａ
共
済
で
は
、
出
雲
市
へ
の

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
贈
呈
や
、
出
雲
警
察
署
と
連

携
し
て
の
自
転
車
交
通
安
全
教
室
な
ど
を
通

じ
て
交
通
事
故
の
未
然
防
止
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

交
通
安
全
の
願
い
込
め
て

　
　
中
学
校
に
反
射
材
贈
る竹田校長（左）に趣意書と目録を渡す珍部副本部長

ほ
っ
と
で
楽
し
い
ニ
ュ
ー
ス
が
満
載
！

いずもほっとニュースいずもほっとニュース
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藤
原 

駿
太
（23）

J
A
し
ま
ね
出
雲
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
部
会

神
田
農
産
株
式
会
社

―
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス―

ふ
じ 

は
ら

し
ゅ
ん

　た

中
学
校
の
職
場
体
験
で
農
業
に
興
味

　
下
古
志
町
の
神
田
農
産
株
式
会
社
で
、
従
業
員
と

し
て
働
く
藤
原
駿
太
さ
ん
。
中
学
生
の
時
の
職
場
体

験
が
き
っ
か
け
で
農
業
に
興
味
を
持
ち
ま
し
た
。
出

雲
農
林
高
校
、
農
林
大
学
校
を
経
て
就
職
し
、
今
年

で
４
年
目
。
主
に
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
を
担
当
し
、
端
境

期
の
冬
に
は
、
ネ
ギ
や
ダ
イ
コ
ン
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー

の
栽
培
に
も
携
わ
り
ま
す
。

　「
同
じ
作
業
で
も
毎
年
状
況
に
よ
っ
て
や
り
方
が

違
い
ま
す
。
変
化
の
あ
る
仕
事
だ
と
感
じ
て
い
ま

す
」
と
話
す
藤
原
さ
ん
。
昨
年
は
暖
冬
で
し
た
が
、

今
年
は
年
末
年
始
に
気
温
が
下
が
る
な
ど
、
寒
い

冬
と
な
り
ま
し
た
。
冬
場
に
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
が
十

分
休
眠
で
き
た
た
め
、
昨
年
と
比
べ
順
調
に
生
育

し
て
い
ま
す
。

成
園
化
と
技
術
向
上
で
年
々
上
向
き
に

　
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
は
、
定
植
し
て
2
年
目
か
ら
収
穫

が
始
ま
り
、
お
よ
そ
５
年
で
成
園
化
し
ま
す
。
一
度

定
植
す
る
と
10
年
以
上
栽
培
で
き
、
20
年
以
上
同
じ

株
で
栽
培
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

　
神
田
農
産
の
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
は
、
５
，
６
年
目
を

迎
え
、
成
園
化
に
よ
る
生
産
量
の
増
加
が
見
込
ま
れ

ま
す
。
目
標
は
10
ア
ー
ル
当
た
り
2.5
ト
ン
。
栽
培
技

術
も
向
上
し
て
年
々
品
質
も
良
く
な
っ
て
お
り
、
今

年
は
秀
品
率
（
最
も
品
質
が
高
い
秀
品
の
割
合
）
が

約
８
割
と
、
上
々
の
出
来
栄
え
で
す
。

　「
大
変
な
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
自
分
が
や
っ
た

こ
と
が
結
果
に
な
っ
て
表
れ
る
の
で
、
と
て
も
や
り

が
い
が
あ
り
ま
す
」
と
笑
顔
で
語
る
藤
原
さ
ん
で
す
。

　
グ
リ
ー
ン
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
の
穂
先
に
は
、
ア
ミ
ノ

酸
の
一
種
で
あ
る
ア
ス
パ
ラ
ギ
ン
酸
が
含
ま
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
栄
養
素
は
、
体
内
の
新
陳
代
謝
を
促
す

と
と
も
に
、
タ
ン
パ
ク
質
合
成
を
高
め
る
働
き
を
し
、

疲
労
回
復
や
滋
養
強
壮
、
美
肌
に
効
果
を
発
揮
し
ま

す
。
ま
た
、
穂
先
に
は
ル
チ
ン
と
い
う
成
分
も
含
ま

れ
、
毛
細
血
管
を
丈
夫
に
し
、
高
血
圧
や
動
脈
硬
化

の
予
防
に
役
立
ち
ま
す
。
さ
ら
に
、
皮
膚
や
粘
膜
を

健
康
に
保
つ
働
き
が
あ
る
β
‐
カ
ロ
テ
ン
、
赤
血
球

を
作
る
た
め
に
必
要
な
葉
酸
も
た
っ
ぷ
り
で
す
。

　
出
雲
地
区
本
部
管
内
で
は
36
人
の
生
産
者
が
ア
ス

パ
ラ
ガ
ス
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。
春
芽
（
３
〜
５
月
）

と
夏
芽
（
６
〜
10
月
）
が
あ
り
、
今
年
は
２
月
下
旬
か

ら
出
荷
が
始
ま
り
ま
し
た
。
収
穫
し
た
ア
ス
パ
ラ
ガ

ス
は
、
パ
ッ
キ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
で
25
セ
ン
チ
に
カ
ッ

ト
さ
れ
、
１
０
０
グ
ラ
ム
ず
つ
袋
詰
め
さ
れ
ま
す
。

　
最
大
で
１
日
10
セ
ン
チ
以
上
も
伸
び
る
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
も
っ
た
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
。
栄
養
満
点
の
ア
ス

パ
ラ
ガ
ス
を
た
く
さ
ん
食
べ
て
元
気
に
過
ご
し
ま

し
ょ
う
！

アスパラの甘辛肉巻き

①アスパラガスと人参を長さ5ｃｍの細切りにし、たっぷりの
お湯で２、３分茹でる。
②①の野菜を豚肉で巻き、周りに薄力粉をまぶす。
③中火で熱したフライパンに油を入れ、②を巻き終わりから焼
き、火が通るまで焼く。
④★を加え、全体に絡まったら器に盛り、完成♪

　緑と赤の色どり鮮やかな肉巻きです。
甘辛いタレでご飯がすすみます。

　卵と魚肉ソーセージとの取り
合わせで、お子様にも喜ばれる
一品です！

〈材料〉［４人分］

〈作り方〉

〈作り方〉

●アスパラガス・・・・・・・
●人参・・・・・・・・・
●豚肉（生姜焼き用）・・・
●薄力粉・・・・・・・・・・・・

８本
5ｃｍ程度

8枚
適量

大さじ2
大さじ2
大さじ1
大さじ1
適量

●酒・・・・・・・・・・・・・・
●しょうゆ・・・・・・・・・
●砂糖・・・・・・・・・・・・
●みりん・・・・・・・・・・
●サラダ油・・・・・・・・・・・

〈材料〉［４人分］
●アスパラガス・・・・・・・・
●ゆで卵（固め）・・・・・・・
●魚肉ソーセージ・・・・・・

6本
２個
1本

●マヨネーズ・・・・・・
●塩コショウ・・・・・・・・・

大さじ２
少々

アスパラの卵サラダ

①アスパラガスを斜め切りにし、耐熱容器に移して600ｗの
電子レンジで２分加熱する。魚肉ソーセージは、食べやす
い大きさに切る。

②ボウルにゆで卵を入れ、フォークなどで細かくなるまで潰
し、そこへ他の材料を加えて混ぜ合わせたら出来上がり♪

★

職
場
体
験
で
農
業
に
関
心

　
神
田
農
産
の
ア
ス
パ
ラ
担
当

栽
培
規
模

　
　（神
田
農
産
）

ハ
ウ
ス

　
　約
65
ア
ー
ル

露
地　

　約
135
ア
ー
ル

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
は

ハ
ウ
ス
で

約
20
ア
ー
ル
栽
培

さん

今
月
の
食
材
は

「
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
」

旬レシピ出雲の

　
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
は
、
夏
芽
の
収
穫
が
終
わ

る
と
茎
を
刈
り
取
り
、
１
月
ご
ろ
に
畝
面
焼

却
を
行
い
ま
す
。
焼
い
た
畝
の
表
面
を
搔
き

落
と
し
、
肥
料
を
入
れ
、
再
び
畝
を
立
て
ま
す
。

そ
の
後
、
潅
水
し
て
ハ
ウ
ス
を
閉
め
き
り
、

地
温
を
上
げ
る
と
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
の
芽
が
動

き
始
め
ま
す
。

　
春
芽
の
収
穫
が
始
ま
る
の
が
３
月
ご
ろ
。
春

芽
は
秋
の
間
に
蓄
え
ら
れ
た
養
分
で
成
長
し
ま

す
。
養
分
が
少
な
く
な
る
と
、
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス

を
伸
ば
し
て
立
茎
し
、
光
合
成
で
養
分
を
作
り

出
し
、
夏
芽
を
育
て
ま
す
。
夏
芽
の
収
穫
が
終

わ
る
の
が
９
月
〜
10
月
上
旬
ご
ろ
で
す
。

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
の
栽
培
サ
イ
ク
ル

い
ず
も
食
材
の
日

5
月
の
食
材
は
「
き
ゅ
う
り
」で
す
！

※
取
り
扱
う
食
材
は
誌
面
の
都
合
で
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
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藤
原 

駿
太
（23）

J
A
し
ま
ね
出
雲
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
部
会

神
田
農
産
株
式
会
社

―

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス―

ふ
じ 

は
ら

し
ゅ
ん

　た

中
学
校
の
職
場
体
験
で
農
業
に
興
味

　
下
古
志
町
の
神
田
農
産
株
式
会
社
で
、
従
業
員
と

し
て
働
く
藤
原
駿
太
さ
ん
。
中
学
生
の
時
の
職
場
体

験
が
き
っ
か
け
で
農
業
に
興
味
を
持
ち
ま
し
た
。
出

雲
農
林
高
校
、
農
林
大
学
校
を
経
て
就
職
し
、
今
年

で
４
年
目
。
主
に
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
を
担
当
し
、
端
境

期
の
冬
に
は
、
ネ
ギ
や
ダ
イ
コ
ン
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー

の
栽
培
に
も
携
わ
り
ま
す
。

　「
同
じ
作
業
で
も
毎
年
状
況
に
よ
っ
て
や
り
方
が

違
い
ま
す
。
変
化
の
あ
る
仕
事
だ
と
感
じ
て
い
ま

す
」
と
話
す
藤
原
さ
ん
。
昨
年
は
暖
冬
で
し
た
が
、

今
年
は
年
末
年
始
に
気
温
が
下
が
る
な
ど
、
寒
い

冬
と
な
り
ま
し
た
。
冬
場
に
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
が
十

分
休
眠
で
き
た
た
め
、
昨
年
と
比
べ
順
調
に
生
育

し
て
い
ま
す
。

成
園
化
と
技
術
向
上
で
年
々
上
向
き
に

　
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
は
、
定
植
し
て
2
年
目
か
ら
収
穫

が
始
ま
り
、
お
よ
そ
５
年
で
成
園
化
し
ま
す
。
一
度

定
植
す
る
と
10
年
以
上
栽
培
で
き
、
20
年
以
上
同
じ

株
で
栽
培
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

　
神
田
農
産
の
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
は
、
５
，
６
年
目
を

迎
え
、
成
園
化
に
よ
る
生
産
量
の
増
加
が
見
込
ま
れ

ま
す
。
目
標
は
10
ア
ー
ル
当
た
り
2.5
ト
ン
。
栽
培
技

術
も
向
上
し
て
年
々
品
質
も
良
く
な
っ
て
お
り
、
今

年
は
秀
品
率
（
最
も
品
質
が
高
い
秀
品
の
割
合
）
が

約
８
割
と
、
上
々
の
出
来
栄
え
で
す
。

　「
大
変
な
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
自
分
が
や
っ
た

こ
と
が
結
果
に
な
っ
て
表
れ
る
の
で
、
と
て
も
や
り

が
い
が
あ
り
ま
す
」
と
笑
顔
で
語
る
藤
原
さ
ん
で
す
。

　
グ
リ
ー
ン
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
の
穂
先
に
は
、
ア
ミ
ノ

酸
の
一
種
で
あ
る
ア
ス
パ
ラ
ギ
ン
酸
が
含
ま
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
栄
養
素
は
、
体
内
の
新
陳
代
謝
を
促
す

と
と
も
に
、
タ
ン
パ
ク
質
合
成
を
高
め
る
働
き
を
し
、

疲
労
回
復
や
滋
養
強
壮
、
美
肌
に
効
果
を
発
揮
し
ま

す
。
ま
た
、
穂
先
に
は
ル
チ
ン
と
い
う
成
分
も
含
ま

れ
、
毛
細
血
管
を
丈
夫
に
し
、
高
血
圧
や
動
脈
硬
化

の
予
防
に
役
立
ち
ま
す
。
さ
ら
に
、
皮
膚
や
粘
膜
を

健
康
に
保
つ
働
き
が
あ
る
β
‐
カ
ロ
テ
ン
、
赤
血
球

を
作
る
た
め
に
必
要
な
葉
酸
も
た
っ
ぷ
り
で
す
。

　
出
雲
地
区
本
部
管
内
で
は
36
人
の
生
産
者
が
ア
ス

パ
ラ
ガ
ス
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。
春
芽
（
３
〜
５
月
）

と
夏
芽
（
６
〜
10
月
）
が
あ
り
、
今
年
は
２
月
下
旬
か

ら
出
荷
が
始
ま
り
ま
し
た
。
収
穫
し
た
ア
ス
パ
ラ
ガ

ス
は
、
パ
ッ
キ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
で
25
セ
ン
チ
に
カ
ッ

ト
さ
れ
、
１
０
０
グ
ラ
ム
ず
つ
袋
詰
め
さ
れ
ま
す
。

　
最
大
で
１
日
10
セ
ン
チ
以
上
も
伸
び
る
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
も
っ
た
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
。
栄
養
満
点
の
ア
ス

パ
ラ
ガ
ス
を
た
く
さ
ん
食
べ
て
元
気
に
過
ご
し
ま

し
ょ
う
！

アスパラの甘辛肉巻き

①アスパラガスと人参を長さ5ｃｍの細切りにし、たっぷりの
お湯で２、３分茹でる。
②①の野菜を豚肉で巻き、周りに薄力粉をまぶす。
③中火で熱したフライパンに油を入れ、②を巻き終わりから焼
き、火が通るまで焼く。
④★を加え、全体に絡まったら器に盛り、完成♪

　緑と赤の色どり鮮やかな肉巻きです。
甘辛いタレでご飯がすすみます。

　卵と魚肉ソーセージとの取り
合わせで、お子様にも喜ばれる
一品です！

〈材料〉［４人分］

〈作り方〉

〈作り方〉

●アスパラガス・・・・・・・
●人参・・・・・・・・・
●豚肉（生姜焼き用）・・・
●薄力粉・・・・・・・・・・・・

８本
5ｃｍ程度

8枚
適量

大さじ2
大さじ2
大さじ1
大さじ1
適量

●酒・・・・・・・・・・・・・・
●しょうゆ・・・・・・・・・
●砂糖・・・・・・・・・・・・
●みりん・・・・・・・・・・
●サラダ油・・・・・・・・・・・

〈材料〉［４人分］
●アスパラガス・・・・・・・・
●ゆで卵（固め）・・・・・・・
●魚肉ソーセージ・・・・・・

6本
２個
1本

●マヨネーズ・・・・・・
●塩コショウ・・・・・・・・・

大さじ２
少々

アスパラの卵サラダ

①アスパラガスを斜め切りにし、耐熱容器に移して600ｗの
電子レンジで２分加熱する。魚肉ソーセージは、食べやす
い大きさに切る。

②ボウルにゆで卵を入れ、フォークなどで細かくなるまで潰
し、そこへ他の材料を加えて混ぜ合わせたら出来上がり♪

★

職
場
体
験
で
農
業
に
関
心

　
神
田
農
産
の
ア
ス
パ
ラ
担
当

栽
培
規
模

　
　（神
田
農
産
）

ハ
ウ
ス

　
　約
65
ア
ー
ル

露
地　

　約
135
ア
ー
ル

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
は

ハ
ウ
ス
で

約
20
ア
ー
ル
栽
培

さん

今
月
の
食
材
は

「
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
」

旬レシピ出雲の

　
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
は
、
夏
芽
の
収
穫
が
終
わ

る
と
茎
を
刈
り
取
り
、
１
月
ご
ろ
に
畝
面
焼

却
を
行
い
ま
す
。
焼
い
た
畝
の
表
面
を
搔
き

落
と
し
、
肥
料
を
入
れ
、
再
び
畝
を
立
て
ま
す
。

そ
の
後
、
潅
水
し
て
ハ
ウ
ス
を
閉
め
き
り
、

地
温
を
上
げ
る
と
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
の
芽
が
動

き
始
め
ま
す
。

　
春
芽
の
収
穫
が
始
ま
る
の
が
３
月
ご
ろ
。
春

芽
は
秋
の
間
に
蓄
え
ら
れ
た
養
分
で
成
長
し
ま

す
。
養
分
が
少
な
く
な
る
と
、
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス

を
伸
ば
し
て
立
茎
し
、
光
合
成
で
養
分
を
作
り

出
し
、
夏
芽
を
育
て
ま
す
。
夏
芽
の
収
穫
が
終

わ
る
の
が
９
月
〜
10
月
上
旬
ご
ろ
で
す
。

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
の
栽
培
サ
イ
ク
ル

い
ず
も
食
材
の
日

5
月
の
食
材
は
「
き
ゅ
う
り
」で
す
！

※
取
り
扱
う
食
材
は
誌
面
の
都
合
で
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
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女
性
部
朝
山
支
部
の
朝
山
ふ
れ
あ
い

市
が
、
５
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
同
市

は
女
性
部
に
で
き
る
こ
と
で
地
域
を
活

性
化
し
よ
う
と
、
平
成
28
年
に
初
開

催
。
当
初
は
月
１
回
の
開
催
で
し
た

が
、
平
成
30
年
６
月
か
ら
月
２
回
に
拡

大
し
ま
し
た
。
検
討
会
を
開
い
て
集
客

に
知
恵
を
出
し
合
い
、
盛
況
を
維
持
し

て
い
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大

に
よ
り
、
12
月
以
降
、
開
催
す
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
３
月
20
日

に
は
３
カ
月
ぶ
り
に
再
開
し
、
５
周
年

を
祝
い
ま
し
た
。
開
催
に
際
し
て
は
、

検
温
、
入
店
人
数
の
制
限
な
ど
、
感
染

防
止
対
策
を
徹
底
。
ポ
ン
菓
子
屋
、
魚

屋
、
焼
き
芋
屋
に
も
出
店
を
依
頼
し
、

会
場
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　
ふ
れ
あ
い
市
の
吉
田
春
美
代
表
は

「
５
年
間
で
雨
の
日
が
３
回
と
、
天
候

に
恵
ま
れ
て
こ
こ
ま
で
来
ま
し
た
。
メ

ン
バ
ー
も
皆
元
気
で
、
張
り
合
い
が
あ

る
お
か
げ
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
」
と

笑
顔
で
話
し
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
出
雲
女
性
部
は
３
月
７

日
、Ｊ
Ａ
し
ま
ね
出
雲
地
区
本
部
を
会

場
に
、
次
世
代
を
担
う
概
ね
50
歳
ま
で

の
女
性
部
員
を
対
象
と
し
た
「
ア
ロ
マ

ス
プ
レ
ー
＆
マ
ス
ク
チ
ャ
ー
ム
を
作
ろ

う
！
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
出
雲
女
性
部
で
は
、
令
和
３
年
度

「
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
部
会
」
を
立
ち
上

げ
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
フ
レ
ッ
シ
ュ

ミ
ズ
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
の
プ
レ
イ

ベ
ン
ト
と
し
て〝
こ
ん
な
時
期
だ
か
ら

こ
そ
！
楽
し
め
る
こ
と
〞と
し
て
企
画

し
ま
し
た
。「
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
部
会
」

と
は
、「
若
い（
＝
Ｆ
ｒ
ｅ
ｓ
ｈ
）女
性

（
＝
Ms.
）の
こ
と
を
い
い
、
主
に
20
代

か
ら
40
代
で
、Ｊ
Ａ
な
ら
で
は
の
食
や

農
、
暮
ら
し
や
子
育
て
と
い
っ
た
キ
ー

ワ
ー
ド
を
軸
に
活
動
す
る
部
会
で
す
。

　
当
日
は
、（
公
社
）Ａ
Ｅ
Ａ
Ｊ
認
定
ア

ロ
マ
テ
ラ
ピ
ー
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
佐

藤
良
美
氏
と
、（
公
財
）
日
本
生
涯
学

習
協
議
会
認
定
ビ
ー
ズ
ス
キ
ル
イ
ン
ス

ト
ラ
ク
タ
ー
永
瀨
美
和
氏
の
お
二
方
を

お
迎
え
し
、
和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
雰

囲
気
の
中
、
癒
さ
れ
効
果
Ｕ
Ｐ
な
ア
ロ

マ
ス
プ
レ
ー
と
、〝
世
界
に
一
つ
だ
け
〞

の
オ
リ
ジ
ナ
ル
マ
ス
ク
チ
ャ
ー
ム
を
完

成
さ
せ
ま
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
、「
興
味
が
あ
っ
た

こ
と
な
の
で
参
加
で
き
て
よ
か
っ
た
」

「
こ
ん
な
イ
ベ
ン
ト
が
あ
れ
ば
ま
た
参

加
し
た
い
」
と
の
感
想
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
今
後
、
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
部
会
へ
の

加
入
者
を
募
り
、
部
員
の
皆
さ
ん
の
意

見
を
活
か
し
た
活
動
を
展
開
し
て
い
く

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

大きな立て看板でアピール

新鮮な野菜や加工品などが出品された

活
動
紹
介

フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
部
会

　
　
　
　
立
ち
上
げ
へ

　  

プ
レ
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

活
動
紹
介

朝
山
ふ
れ
あ
い
市
５
周
年

 

コ
ロ
ナ
で
３
ヵ
月
ぶ
り
再
開

　
女
性
部
稗
原
支
部
は
３
月
26
日
、Ｊ
Ａ
稗

原
支
店
で
ス
ト
レ
ッ
チ
教
室
を
開
き
ま
し

た
。Ｊ
Ａ
中
部
ブ
ロ
ッ
ク
の
松
浦
里
美
生
活

指
導
員
が
講
師
を
務
め
、
部
員
８
人
が
参

加
。
笑
い
を
誘
う
出
雲
弁
の
ラ
ジ
オ
体
操

で
体
を
ほ
ぐ
し
た
後
、
日
頃
負
担
を
か
け

て
い
る
体
を
し
っ
か
り
伸
ば
し
ま
し
た
。

　
地
域
貢
献
、
仲
間
づ
く
り
を
す
る
に
も

「
出
雲
女
性
部

　
　
　
　
　
稗
原
支
部
」

支
部
長  

白
根 

洋
子 

さ
ん

ま
ず
は
健
康
か
ら
。
ス
ト
レ
ッ
チ
教
室

は
こ
れ
ま
で
に
も
開
催
し
て
い
ま
す
。

参
加
し
た
部
員
は
「
教
え
て
も
ら
っ
た

こ
と
を
い
つ
も
家
で
や
っ
て
い
ま
す
。

お
か
げ
で
ひ
ざ
の
調
子
が
良
く
な
り
ま

し
た
」
と
話
し
ま
す
。

　
同
支
部
の
部
会
員
は
現
在
約
1
3
0

人
。
今
年
は
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
、
料

理
教
室
な
ど
の
集
ま
り
は
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
手
芸
や
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
、

ボ
カ
シ
肥
料
づ
く
り
な
ど
、
で
き
る
範

囲
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
５
月
に
は
支

店
の
前
に
ゴ
ー
ヤ
を
植
え
、
支
店
職
員

と
協
力
し
な
が
ら
立
派
な
グ
リ
ー
ン

カ
ー
テ
ン
を
育
て
ま
し
た
。

グ
ル
ー
プ
紹
介

　
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
出
雲
女
性
部
は
３
月
24

日
、Ｊ
Ａ
し
ま
ね
出
雲
地
区
本
部
で
、
３

月
講
座
「
健
康
を
維
持
す
る
た
め
の
食

事
方
法
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
島
根
県

栄
養
士
会
の
福
島
伸
子
さ
ん
を
講
師
に

招
き
、
高
齢
期
の
過
ご
し
方
、
栄
養
の

取
り
方
、
介
護
食
な
ど
に
つ
い
て
学
び

ま
し
た
。

　
前
半
は
、
健
康
寿
命
を
長
く
す
る
た

め
の
生
活
や
食
事
に
つ
い
て
説
明
。
健

康
な
状
態
と
要
介
護
状
態
の
間
に
、
体

が
弱
っ
て
き
た
フ
レ
イ
ル
（
虚
弱
）
の

状
態
が
あ
り
、
こ
の
時
間
の
過
ご
し
方

が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
参
加
者
に
呼
び

か
け
ま
し
た
。

　
講
座
で
は
、
電
卓
を
使
っ
て
こ
れ
ま

で
ど
れ
く
ら
い
心
臓
が
動
い
て
き
た
か

を
計
算
し
た
り
、
体
重
、
年
齢
か
ら
骨

粗
し
ょ
う
症
リ
ス
ク
を
計
算
し
た
り
と
、

手
と
頭
を
使
っ
て
考
え
る
時
間
も
あ
り
、

そ
の
う
え
で
血
管
や
骨
な
ど
の
た
め
に

必
要
な
栄
養
素
や
、
そ
れ
ら
を
含
む
食

品
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
現
代
の
介
護
食
に
つ
い
て

説
明
。高
齢
者
の
食
べ
る
能
力（
噛
む
力
、

飲
み
込
む
力
）
に
合
っ
た
介
護
食
を
紹

介
し
ま
し
た
。
ま
た
、
介
護
食
で
誤
嚥

を
防
ぐ
た
め
に
使
わ
れ
る
と
ろ
み
剤
の

調
整
の
体
験
も
行
い
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
女
子
大
学
生
は
「
毎
日
の

食
事
の
大
切
さ
を
教
え
て
も
ら
い
、
勉

強
に
な
っ
た
」「
介
護
の
場
面
で
参
考
に

し
た
い
」
な
ど
と
感
想
を
話
し
ま
し
た
。

「
健
康
を

  

維
持
す
る
た
め
の

　
　
　  

食
事
方
法
」

第2回
講座

〜
み
ず
き
〜

シ
ニ
ア
女
子
大
学

いずも
JA

生活・食事について学ぶ女子大学生
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女
性
部
朝
山
支
部
の
朝
山
ふ
れ
あ
い

市
が
、
５
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
同
市

は
女
性
部
に
で
き
る
こ
と
で
地
域
を
活

性
化
し
よ
う
と
、
平
成
28
年
に
初
開

催
。
当
初
は
月
１
回
の
開
催
で
し
た

が
、
平
成
30
年
６
月
か
ら
月
２
回
に
拡

大
し
ま
し
た
。
検
討
会
を
開
い
て
集
客

に
知
恵
を
出
し
合
い
、
盛
況
を
維
持
し

て
い
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大

に
よ
り
、
12
月
以
降
、
開
催
す
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
３
月
20
日

に
は
３
カ
月
ぶ
り
に
再
開
し
、
５
周
年

を
祝
い
ま
し
た
。
開
催
に
際
し
て
は
、

検
温
、
入
店
人
数
の
制
限
な
ど
、
感
染

防
止
対
策
を
徹
底
。
ポ
ン
菓
子
屋
、
魚

屋
、
焼
き
芋
屋
に
も
出
店
を
依
頼
し
、

会
場
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　
ふ
れ
あ
い
市
の
吉
田
春
美
代
表
は

「
５
年
間
で
雨
の
日
が
３
回
と
、
天
候

に
恵
ま
れ
て
こ
こ
ま
で
来
ま
し
た
。
メ

ン
バ
ー
も
皆
元
気
で
、
張
り
合
い
が
あ

る
お
か
げ
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
」
と

笑
顔
で
話
し
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
出
雲
女
性
部
は
３
月
７

日
、Ｊ
Ａ
し
ま
ね
出
雲
地
区
本
部
を
会

場
に
、
次
世
代
を
担
う
概
ね
50
歳
ま
で

の
女
性
部
員
を
対
象
と
し
た
「
ア
ロ
マ

ス
プ
レ
ー
＆
マ
ス
ク
チ
ャ
ー
ム
を
作
ろ

う
！
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
出
雲
女
性
部
で
は
、
令
和
３
年
度

「
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
部
会
」
を
立
ち
上

げ
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
フ
レ
ッ
シ
ュ

ミ
ズ
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
の
プ
レ
イ

ベ
ン
ト
と
し
て〝
こ
ん
な
時
期
だ
か
ら

こ
そ
！
楽
し
め
る
こ
と
〞と
し
て
企
画

し
ま
し
た
。「
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
部
会
」

と
は
、「
若
い（
＝
Ｆ
ｒ
ｅ
ｓ
ｈ
）女
性

（
＝
Ms.
）の
こ
と
を
い
い
、
主
に
20
代

か
ら
40
代
で
、Ｊ
Ａ
な
ら
で
は
の
食
や

農
、
暮
ら
し
や
子
育
て
と
い
っ
た
キ
ー

ワ
ー
ド
を
軸
に
活
動
す
る
部
会
で
す
。

　
当
日
は
、（
公
社
）Ａ
Ｅ
Ａ
Ｊ
認
定
ア

ロ
マ
テ
ラ
ピ
ー
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
佐

藤
良
美
氏
と
、（
公
財
）
日
本
生
涯
学

習
協
議
会
認
定
ビ
ー
ズ
ス
キ
ル
イ
ン
ス

ト
ラ
ク
タ
ー
永
瀨
美
和
氏
の
お
二
方
を

お
迎
え
し
、
和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
雰

囲
気
の
中
、
癒
さ
れ
効
果
Ｕ
Ｐ
な
ア
ロ

マ
ス
プ
レ
ー
と
、〝
世
界
に
一
つ
だ
け
〞

の
オ
リ
ジ
ナ
ル
マ
ス
ク
チ
ャ
ー
ム
を
完

成
さ
せ
ま
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
、「
興
味
が
あ
っ
た

こ
と
な
の
で
参
加
で
き
て
よ
か
っ
た
」

「
こ
ん
な
イ
ベ
ン
ト
が
あ
れ
ば
ま
た
参

加
し
た
い
」
と
の
感
想
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
今
後
、
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
部
会
へ
の

加
入
者
を
募
り
、
部
員
の
皆
さ
ん
の
意

見
を
活
か
し
た
活
動
を
展
開
し
て
い
く

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
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活
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紹
介

フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
部
会

　
　
　
　
立
ち
上
げ
へ

　  

プ
レ
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

活
動
紹
介

朝
山
ふ
れ
あ
い
市
５
周
年

 

コ
ロ
ナ
で
３
ヵ
月
ぶ
り
再
開

　
女
性
部
稗
原
支
部
は
３
月
26
日
、Ｊ
Ａ
稗

原
支
店
で
ス
ト
レ
ッ
チ
教
室
を
開
き
ま
し

た
。Ｊ
Ａ
中
部
ブ
ロ
ッ
ク
の
松
浦
里
美
生
活

指
導
員
が
講
師
を
務
め
、
部
員
８
人
が
参

加
。
笑
い
を
誘
う
出
雲
弁
の
ラ
ジ
オ
体
操

で
体
を
ほ
ぐ
し
た
後
、
日
頃
負
担
を
か
け

て
い
る
体
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し
っ
か
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伸
ば
し
ま
し
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。

　
地
域
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献
、
仲
間
づ
く
り
を
す
る
に
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「
出
雲
女
性
部

　
　
　
　
　
稗
原
支
部
」

支
部
長  

白
根 

洋
子 

さ
ん

ま
ず
は
健
康
か
ら
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ス
ト
レ
ッ
チ
教
室
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こ
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催
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え
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手
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ガ
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グ
、

ボ
カ
シ
肥
料
づ
く
り
な
ど
、
で
き
る
範

囲
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
５
月
に
は
支

店
の
前
に
ゴ
ー
ヤ
を
植
え
、
支
店
職
員

と
協
力
し
な
が
ら
立
派
な
グ
リ
ー
ン

カ
ー
テ
ン
を
育
て
ま
し
た
。

グ
ル
ー
プ
紹
介

　
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
出
雲
女
性
部
は
３
月
24

日
、Ｊ
Ａ
し
ま
ね
出
雲
地
区
本
部
で
、
３

月
講
座
「
健
康
を
維
持
す
る
た
め
の
食

事
方
法
」
を
開
催
し
ま
し
た
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島
根
県

栄
養
士
会
の
福
島
伸
子
さ
ん
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講
師
に
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き
、
高
齢
期
の
過
ご
し
方
、
栄
養
の

取
り
方
、
介
護
食
な
ど
に
つ
い
て
学
び

ま
し
た
。

　
前
半
は
、
健
康
寿
命
を
長
く
す
る
た

め
の
生
活
や
食
事
に
つ
い
て
説
明
。
健

康
な
状
態
と
要
介
護
状
態
の
間
に
、
体

が
弱
っ
て
き
た
フ
レ
イ
ル
（
虚
弱
）
の

状
態
が
あ
り
、
こ
の
時
間
の
過
ご
し
方

が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
参
加
者
に
呼
び

か
け
ま
し
た
。

　
講
座
で
は
、
電
卓
を
使
っ
て
こ
れ
ま

で
ど
れ
く
ら
い
心
臓
が
動
い
て
き
た
か

を
計
算
し
た
り
、
体
重
、
年
齢
か
ら
骨

粗
し
ょ
う
症
リ
ス
ク
を
計
算
し
た
り
と
、

手
と
頭
を
使
っ
て
考
え
る
時
間
も
あ
り
、

そ
の
う
え
で
血
管
や
骨
な
ど
の
た
め
に

必
要
な
栄
養
素
や
、
そ
れ
ら
を
含
む
食

品
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
現
代
の
介
護
食
に
つ
い
て

説
明
。高
齢
者
の
食
べ
る
能
力（
噛
む
力
、

飲
み
込
む
力
）
に
合
っ
た
介
護
食
を
紹

介
し
ま
し
た
。
ま
た
、
介
護
食
で
誤
嚥

を
防
ぐ
た
め
に
使
わ
れ
る
と
ろ
み
剤
の

調
整
の
体
験
も
行
い
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
女
子
大
学
生
は
「
毎
日
の

食
事
の
大
切
さ
を
教
え
て
も
ら
い
、
勉

強
に
な
っ
た
」「
介
護
の
場
面
で
参
考
に

し
た
い
」
な
ど
と
感
想
を
話
し
ま
し
た
。

「
健
康
を

  

維
持
す
る
た
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の
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」
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　ＪＡしまね出雲地区本部では、専門知識を有する複合渉外員69名が、推進課長の

管理のもと、皆様のお役に立てるよう日々活動しております。３月１日の人事異動で

体制を一新し、気持ちを新たに新年度を迎えました。これからも変わらぬご愛顧のほ

ど、よろしくお願いいたします。

複 合 渉 外 員 に
ご相談ください！

私た
ち

塩 冶 支 店塩 冶 支 店

三原　朱理 荒木　達哉 岡　真彦常松　真希澄田　亨

出 雲 支 店出 雲 支 店

藤井　美穂子 福田　慶子 馬庭　拓也

大 津 支 店大 津 支 店

高橋　めぐみ常松　明希

灘 分 支 店灘 分 支 店

中 部 ブ ロ ッ ク  中 部 南 推 進 課

東 部 ブ ロ ッ ク  推 進 課
錦織　教子伊藤　恵美

課 長上津支店上津支店

落合　由男

課 長平 田 中 央 支 店平 田 中 央 支 店

験馬　大哲山口　実矢子田中　理恵久家　良子三木　康裕

森山　孝介田辺　美穂子山﨑　邦裕

高 浜 支 店高 浜 支 店

齋藤　淳子矢頭　翔槇原　里恵米山　友章

川 跡 支 店川 跡 支 店

中 部 ブ ロ ッ ク  中 部 北 推 進 課

長岡　繁

課 長四 絡 支 店四 絡 支 店

有富　良介

複 合

神田　晃平 田部　優作小川　由希子岡　直子笠谷　洋貴大坂　美咲子

国 富 支 店国 富 支 店

花岡　裕樹吾郷　ルミ子伊藤　迪子

IZUMO

IZUMO
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米原　大地坂本　真理子

西 田 支 店西 田 支 店平 田 東 支 店平 田 東 支 店

西尾　賢岡　万理恵釜屋　寛子

周藤　康介錦織　純子板垣　加奈黒田　真弘

南 部 ブ ロ ッ ク  推 進 課

高野　真哲

課 長

高橋　卓也

係 長

土江　登北村　卓也

佐 田 支 店佐 田 支 店 稗原支店稗原支店

福田　昌平原　悟

朝 山 支 店朝 山 支 店

西 部 ブ ロ ッ ク  推 進 課

石飛　隆幸

課 長

石田　雄平 山岡　将司

高 松 支 店高 松 支 店

原　裕美 大野　晃裕 矢田　絵梨 高橋　英克

大 社 支 店大 社 支 店

山根　滉大竹田原　大

長 浜 支 店長 浜 支 店

荒 木 支 店荒 木 支 店

神田　智史

遙堪支店遙堪支店
※南部ブロック長兼
　朝山支店長兼推進課長

松田　裕也 勝部　めぐみ

IZUMOIZUMO

坂根　直子名原　鈴佳松本　達也

神 戸 川 支 店神 戸 川 支 店

高橋　広人

課 長神 西 支 店神 西 支 店

花田　宏美

小梶　佳樹高橋　勇人

矢田　昭夫後藤　久士片寄　大介

湖 陵 支 店湖 陵 支 店

伊藤　千尋

河 南 ブ ロ ッ ク  推 進 課

多 伎 支 店多 伎 支 店

千葉　勝 曽田　大介
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伊藤　千尋

河 南 ブ ロ ッ ク  推 進 課

多 伎 支 店多 伎 支 店

千葉　勝 曽田　大介
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【活動内容報告】

　3月14日（日）第46回地域農政リーダー研修会がラピタ本店大ホールで2年ぶりに開催され、出雲市農政会
議からは20名の代議員が出席しました。
　冒頭、島根県農政会議の石倉茂美会長より、コロナ禍における島根県の農業情勢・農政諸課題について述べ
られました。
　研修会では、丸山達也島根県知事が『島根創生の実現に向けて～人口減少に打ち勝ち、笑顔で暮らせる島根
をつくる～』と題して、藤木眞也参議院議
員はビデオ出演にて『コロナ禍の農政と今
後の農政の展望について』と題してご講演
され、総勢100名の参加者が熱心に耳を
傾け国政・県政についての理解を深める
ことができました。

○第46回地域農政リーダー研修会

講演する丸山知事 ビデオ出演の藤木参議院議員

【活動内容報告】

出雲市農政会議だより
発　行　元：出雲市農政会議（出雲市今市町106番地1　JAしまね出雲地区本部営農企画課内）
発行責任者：事務局長　山根　康太















　ＪＡしまね出雲地区本部では、コロナ禍でも安全におうちで楽しく農作業
体験や収穫体験を学んでいただく「あぐりキッズスクール」を企画しました。
　おうちでお米作り・しいたけ栽培にチャレンジしましょう！

観察した内容を「観察ノート」
にまとめ、それをもとに「バケ
ツ稲コンテスト」を行います♪
（全員参加）

ＪＡしまね出雲地区本部ふれあい福祉課 TEL 0853-21-6013  FAX 0853-21-6015

庭先・ベランダで
バケツ稲に挑戦しよう！！

(　)担当
武田

おうちで楽しく農作業体験や収穫体験
参加者
募集！

栽 培 時 期
５月下旬～９月中旬

収穫したしいたけを使ってレシピを考えても
らい、「しいたけレシピコンテスト」を行い
ます♪（自由参加）入賞者には豪華プレゼン
トも！

菌床しいたけの栽培に
挑戦しよう！！

参 加 資 格 出雲市内（斐川町除く）の小学生のみなさん

募 集 定 員 50名（先着順）
申 込 締 切 ４月30日（金）
参 加 費 500円応 募 方 法

チャレンジ

その１
チャレンジ

その２

ＪＡしまね出雲地区本部ホームページの
応募フォームからお申込みください。

あぐりキッズスクール

※各コンテストの結果は
　１１月ごろに発表いたします。

IZUMO InformationIZUMO Information
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みんなの広場みんなの広場

■高血圧の診断基準

家庭血圧
収縮期(最高)／拡張期(最低)

診察室血圧
収縮期(最高)／拡張期(最低)

 135以上 かつ／または 85以上  140以上 かつ／または 90以上

　「高血圧」という言葉はよく耳にすると思いますが、
「少し高いくらいなら大丈夫」「自分には関係ない」と
思っていませんか？
　高血圧は脳卒中や心臓病などさまざまな疾患の原因
と言われています。出雲圏域は、脳卒中の発症率が県
全体よりも高いです。また、島根県の脳卒中発症者の
約7割に高血圧があったということが、平成31年脳卒
中発症状況調査からわかっています。
　高血圧の要因は、塩分の摂り過ぎ、酒の飲みすぎ・

喫煙などです。高血圧は自覚症状
なく進行していくため、日ごろから
自分の血圧を知り、高い血圧の場
合は医療機関を受診することが必
要です。

●
わ
が
家
は
み
ん
な
、
あ
す
っ
こ
が
大
好

き
で
す
。
固
め
に
ゆ
で
て
、
歯
ご
た
え
を

楽
し
ん
で
い
ま
す
。
島
根
県
の
オ
リ
ジ
ナ

ル
野
菜
が
、
も
っ
と
も
っ
と
広
ま
る
と
い

い
で
す
。
　
　
　（
佐
田
町
　
Ｋ
・
Ｍ
さ
ん
）

J
A
…
ク
セ
が
な
い
の
で
、
さ
ま
ざ
ま
な

料
理
で
使
い
や
す
い
野
菜
だ
と
思
い
ま
す
。

今
シ
ー
ズ
ン
は
終
わ
り
ま
し
た
が
、
ま
た

冬
が
楽
し
み
で
す
ね
。

●
大
切
に
育
て
ら
れ
た
牛
が
お
い
し
い

お
肉
に
な
る
ま
で
、
た
く
さ
ん
の
時
間

（
年
数
）
や
検
査
を
必
要
と
す
る
こ
と
が

わ
か
り
ま
し
た
。
お
肉
を
あ
た
り
ま
え

の
よ
う
に
、
た
だ
「
美
味
し
い
」
と
い

う
思
い
で
い
た
だ
い
て
い
ま
し
た
が
、

感
謝
の
気
持
ち
を
持
っ
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
し
た
。（

大
社
町
　
Ｗ
・
Ａ
さ
ん
）

●
お
い
し
い
お
肉
が
で
き
る
ま
で
に
、
こ

ん
な
に
多
く
の
工
程
が
あ
る
と
は
知
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
　（
芦
渡
町
　
Ｋ
・
Ｍ
さ
ん
）

J
A
…
先
月
号
の
特
集
に
つ
い
て
は
大
変

多
く
の
ご
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
た

く
さ
ん
の
工
程
を
経
て
食
卓
に
並
ぶ
お
肉
。

命
に
感
謝
し
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
ね
。

●
先
月
号
の
〝
輝
け
！
い
ず
も
ス
マ
イ
ル
〞

を
読
み
ま
し
た
。
こ
の
と
こ
ろ
、
ラ
ピ
タ

み
な
み
店
で
ポ
ン
菓
子
を
よ
く
買
い
求
め

ま
す
。
先
日
、
外
孫
が
遊
び
に
来
て
、「
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
、
お
や
つ
〜
!!
」
と
言
っ
た

の
で
「
か
た
ま
り
ポ
ン
」
を
食
べ
さ
せ
た

ら
、
す
ご
く
喜
ん
で
「
も
う
す
こ
し
ち
ょ

う
だ
い
」
と
お
ね
だ
り
し
ま
し
た
。
主
人

の
た
め
に
買
っ
て
き
た
お
や
つ
で
し
た
が
、

孫
た
ち
に
食
べ
ら
れ
て
じ
ぃ
じ
ぃ
も
苦
笑

い
。
こ
れ
か
ら
も
美
味
し
い
ポ
ン
菓
子
応

援
し
て
い
ま
す
。（上

塩
冶
町
　
Ｙ
・
Ｋ
さ
ん
）

J
A
…
長
き
に
わ
た
り
老
若
男
女
に
愛
さ

れ
る
ポ
ン
菓
子
。
新
し
い
お
菓
子
が
た
く

さ
ん
あ
る
中
、
今
で
も
子
ど
も
さ
ん
方
に

喜
ば
れ
る
の
は
す
ご
い
こ
と
で
す
ね
。

●
健
康
散
歩
か
ら
〝
減
塩
し
て
病
気
を
予

防
し
ま
し
ょ
う
〞。
毎
日
の
食
卓
で
薄
味
を

心
が
け
よ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
が
、
実
践

は
？
？
？
で
す
。
長
生
き
と
病
気
予
防
の

為
、
ま
ず
は
で
き
る
こ
と
か
ら
や
っ
て
み

た
い
と
考
え
、
実
行
し
た
い
と
思
い
ま

す
!!
　
　
　
　（
奥
宇
賀
町
　
Ｕ
・
Ｋ
さ
ん
）

J
A
…
食
事
は
毎
日
の
こ
と
で
、
無
理
を

す
る
と
な
か
な
か
続
か
な
い
で
す
よ
ね
。

少
し
ず
つ
慣
れ
た
り
、
調
理
方
法
を
工
夫

し
た
り
、
お
い
し
く
減
塩
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
し
ょ
う
！

●
俳
句
の
広
場
に
、
知
り
合
い
の
人
の
俳

句
が
よ
く
選
ば
れ
て
い
ま
す
。
す
ご
い
な

と
感
心
し
ま
す
。
俳
句
を
考
え
る
の
は
脳

ト
レ
に
な
り
ま
す
ね
。

（
西
園
町
　
Ａ
・
Ｈ
さ
ん
）

J
A
…
季
節
を
感
じ
、
５
・
７
・
５
の
中

に
ま
と
め
る
こ
と
は
、
心
に
も
頭
に
も
良

い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
ぜ
ひ
一
度
挑
戦

し
て
み
て
く
だ
さ
い
ま
せ
。

●
家
庭
菜
園
を
始
め
て
早
６
年
。
毎
年
ト

マ
ト
を
植
え
て
い
ま
す
が
、
な
か
な
か
思

う
よ
う
な
収
穫
が
で
き
ず
、
今
回
し
ま
ね

び
よ
り
に
掲
載
さ
れ
て
い
た
作
り
方
を
参

考
に
、
今
年
こ
そ
は
、
甘
い
ト
マ
ト
を
沢

山
作
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
大
社
町
　
Ａ
・
Ｙ
さ
ん
）

J
A
…
家
庭
菜
園
で
真
っ
赤
な
ト
マ
ト
が

上
手
に
で
き
る
と
嬉
し
い
で
す
よ
ね
！
今

年
は
良
い
ト
マ
ト
が
で
き
る
こ
と
を
祈
っ

て
い
ま
す
。

お問い合わせ先 出雲保健所健康増進課　TEL ２１―８７８５

健康ライフかわら版健康ライフかわら版

　大社町中荒木でぶどうを栽培する日野友喜さん。現
在、デラウェア 13 アール、シャインマスカット 15 アール、
その他の品種を５アール栽培しています。

　中学生の時、お祖父さんが過労で倒れたことがきっか
けで、「家業であるぶどう栽培を絶やしたくない！」と
就農を決意しました。後継者としてぶどう農家を継ぐこ
とを念頭に、出雲農林高校、農林大学校を経て、農業
技術センターに５年間勤務。回復して元気に農業をされ
ていたお祖父さんが高齢になったため、友喜さんが仕事
を退職し、本格的にぶどう栽培を始めました。
　友喜さんは、出雲青年連盟の盟友として積極的に活
動し、現在は大社支部の支部長を務めています。食農
教育の一環で地元の幼稚園児を対象とした農業体験を
行ったり、特産のデラウェアを高齢者福祉施設に贈った
りと、さまざまな地域貢献活動に取り組んでいます。
　「今年は支部の盟友が２人増えました。参加しやすい、
活動しやすい環境づくりに努めているので、どんどん若
い人たちに入ってきてほしいです」と話す友喜さんです。

輝
け！
いずもスマイル

出雲市大社町

日野　友喜さん （32歳）
ひ　の　　　ともき

〒693-8585
出雲市今市町106番地1
JAしまね出雲地区本部内

「広報誌JAしまねびより」編集係 宛

あ
て
先

izumokouhou.izm@ja-shimane.gr.jp
メールでの投稿も大歓迎！

読者のみなさんからの投稿コーナーです。
最近あった「楽しかったこと」「最近思うこ
と」「感動したこと」…ぜひお聞かせくださ
い。写真や絵手紙・イラストも大募集！！

～5月17日は
　　高血圧の日です！～血圧を測りましょう

「家業のぶどうを守りたい」

●

（
塩
津
町
　
松
村
扶
佐
子
さ
ん
）

J
A
…
春
の
爽
や
か
さ
を
感
じ
る
ス
テ
キ

な
絵
手
紙
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

ス
マ
イ
ル
マ
ー
ク
の
入
っ
た
筆
文
字
に

ほ
っ
こ
り
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

※排泄後、服薬前、
　食前に座位1～2分
　後に測定しましょう。

いすに背筋を伸ばして座る

カフを心臓と同じ高さにする

腕に力を入れない

血圧を測るときの
正しい姿勢▶
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みんなの広場みんなの広場
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〞

を
読
み
ま
し
た
。
こ
の
と
こ
ろ
、
ラ
ピ
タ

み
な
み
店
で
ポ
ン
菓
子
を
よ
く
買
い
求
め

ま
す
。
先
日
、
外
孫
が
遊
び
に
来
て
、「
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
、
お
や
つ
〜
!!
」
と
言
っ
た

の
で
「
か
た
ま
り
ポ
ン
」
を
食
べ
さ
せ
た

ら
、
す
ご
く
喜
ん
で
「
も
う
す
こ
し
ち
ょ

う
だ
い
」
と
お
ね
だ
り
し
ま
し
た
。
主
人

の
た
め
に
買
っ
て
き
た
お
や
つ
で
し
た
が
、

孫
た
ち
に
食
べ
ら
れ
て
じ
ぃ
じ
ぃ
も
苦
笑

い
。
こ
れ
か
ら
も
美
味
し
い
ポ
ン
菓
子
応

援
し
て
い
ま
す
。（上

塩
冶
町
　
Ｙ
・
Ｋ
さ
ん
）

J
A
…
長
き
に
わ
た
り
老
若
男
女
に
愛
さ

れ
る
ポ
ン
菓
子
。
新
し
い
お
菓
子
が
た
く

さ
ん
あ
る
中
、
今
で
も
子
ど
も
さ
ん
方
に

喜
ば
れ
る
の
は
す
ご
い
こ
と
で
す
ね
。

●
健
康
散
歩
か
ら
〝
減
塩
し
て
病
気
を
予

防
し
ま
し
ょ
う
〞。
毎
日
の
食
卓
で
薄
味
を

心
が
け
よ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
が
、
実
践

は
？
？
？
で
す
。
長
生
き
と
病
気
予
防
の

為
、
ま
ず
は
で
き
る
こ
と
か
ら
や
っ
て
み

た
い
と
考
え
、
実
行
し
た
い
と
思
い
ま

す
!!
　
　
　
　（
奥
宇
賀
町
　
Ｕ
・
Ｋ
さ
ん
）

J
A
…
食
事
は
毎
日
の
こ
と
で
、
無
理
を

す
る
と
な
か
な
か
続
か
な
い
で
す
よ
ね
。

少
し
ず
つ
慣
れ
た
り
、
調
理
方
法
を
工
夫

し
た
り
、
お
い
し
く
減
塩
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
し
ょ
う
！

●
俳
句
の
広
場
に
、
知
り
合
い
の
人
の
俳

句
が
よ
く
選
ば
れ
て
い
ま
す
。
す
ご
い
な

と
感
心
し
ま
す
。
俳
句
を
考
え
る
の
は
脳

ト
レ
に
な
り
ま
す
ね
。

（
西
園
町
　
Ａ
・
Ｈ
さ
ん
）

J
A
…
季
節
を
感
じ
、
５
・
７
・
５
の
中

に
ま
と
め
る
こ
と
は
、
心
に
も
頭
に
も
良

い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
ぜ
ひ
一
度
挑
戦

し
て
み
て
く
だ
さ
い
ま
せ
。

●
家
庭
菜
園
を
始
め
て
早
６
年
。
毎
年
ト

マ
ト
を
植
え
て
い
ま
す
が
、
な
か
な
か
思

う
よ
う
な
収
穫
が
で
き
ず
、
今
回
し
ま
ね

び
よ
り
に
掲
載
さ
れ
て
い
た
作
り
方
を
参

考
に
、
今
年
こ
そ
は
、
甘
い
ト
マ
ト
を
沢

山
作
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
大
社
町
　
Ａ
・
Ｙ
さ
ん
）

J
A
…
家
庭
菜
園
で
真
っ
赤
な
ト
マ
ト
が

上
手
に
で
き
る
と
嬉
し
い
で
す
よ
ね
！
今

年
は
良
い
ト
マ
ト
が
で
き
る
こ
と
を
祈
っ

て
い
ま
す
。

お問い合わせ先 出雲保健所健康増進課　TEL ２１―８７８５

健康ライフかわら版健康ライフかわら版

　大社町中荒木でぶどうを栽培する日野友喜さん。現
在、デラウェア 13 アール、シャインマスカット 15 アール、
その他の品種を５アール栽培しています。

　中学生の時、お祖父さんが過労で倒れたことがきっか
けで、「家業であるぶどう栽培を絶やしたくない！」と
就農を決意しました。後継者としてぶどう農家を継ぐこ
とを念頭に、出雲農林高校、農林大学校を経て、農業
技術センターに５年間勤務。回復して元気に農業をされ
ていたお祖父さんが高齢になったため、友喜さんが仕事
を退職し、本格的にぶどう栽培を始めました。
　友喜さんは、出雲青年連盟の盟友として積極的に活
動し、現在は大社支部の支部長を務めています。食農
教育の一環で地元の幼稚園児を対象とした農業体験を
行ったり、特産のデラウェアを高齢者福祉施設に贈った
りと、さまざまな地域貢献活動に取り組んでいます。
　「今年は支部の盟友が２人増えました。参加しやすい、
活動しやすい環境づくりに努めているので、どんどん若
い人たちに入ってきてほしいです」と話す友喜さんです。

輝
け！
いずもスマイル

出雲市大社町

日野　友喜さん （32歳）
ひ　の　　　ともき

〒693-8585
出雲市今市町106番地1
JAしまね出雲地区本部内

「広報誌JAしまねびより」編集係 宛

あ
て
先

izumokouhou.izm@ja-shimane.gr.jp
メールでの投稿も大歓迎！

読者のみなさんからの投稿コーナーです。
最近あった「楽しかったこと」「最近思うこ
と」「感動したこと」…ぜひお聞かせくださ
い。写真や絵手紙・イラストも大募集！！

～5月17日は
　　高血圧の日です！～血圧を測りましょう

「家業のぶどうを守りたい」

●

（
塩
津
町
　
松
村
扶
佐
子
さ
ん
）

J
A
…
春
の
爽
や
か
さ
を
感
じ
る
ス
テ
キ

な
絵
手
紙
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

ス
マ
イ
ル
マ
ー
ク
の
入
っ
た
筆
文
字
に

ほ
っ
こ
り
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

※排泄後、服薬前、
　食前に座位1～2分
　後に測定しましょう。

いすに背筋を伸ばして座る

カフを心臓と同じ高さにする

腕に力を入れない

血圧を測るときの
正しい姿勢▶
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